
第 4章

ロシアの軍改革とロシア極東地域における 
ロシア軍の変化

坂口　賀朗

ロシアではアナトリー・セルジュコフ（Anatolii Serdiukov）国防相主導で大規模

な軍改革が進められてきた。この改革はロシア軍の「新たな姿（new look）」ないし

新たな態勢を追求するもので、ロシア軍を高い機動性を持ち、近代装備を備えた、

戦闘に即応し得る軍隊に変革することを目的としている。ロシア軍指導部によれば、

この改革を通じてロシア軍はこれまでの姿とは質的に異なる軍隊へと変貌することに

なる。ロシア軍参謀総長ニコライ・マカロフ（Nikolai Makarov）上級大将は、ロシ

ア軍が、ソ連邦崩壊以降の 20年間に最新装備の調達が不十分だったために、1970

年代と同じ状況にとどまり、最も先進的な軍隊に比べ著しく遅れを取っていることを

認めている。マカロフ参謀総長は、これを克服することがこの軍改革における最も重

要な課題であると指摘している1。本章では進行中の軍改革の特徴と現状を分析する

とともに、この改革プロセスを通じたロシア極東地域におけるロシア軍の変化を検証

する。

4.1　セルジュコフ国防相の軍改革 ー その特徴と現状

2008年 10月、セルジュコフ国防相は 2012年までの軍改革計画を明らかにした。

これは将校および部隊の大幅な削減、国防省と参謀本部を含む軍の組織改革、さら

に部隊の指揮構造の改革を含む大規模な計画であった 2。特にこの改革計画は、師

団および連隊の廃止と部隊の旅団への再編に重点的に取り組み、すべての部隊の常

時即応旅団化を推進することを目指すものである 3。

これまで部隊指揮の構造は軍管区、軍、師団および連隊から成る 4層構造で 

あった。現在、これは部隊指揮の効率性を高めるために、軍管区（統合戦略司令部、
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Joint Strategic Command）、作戦司令部および旅団の 3層構造に再編されている。

同時に、すべての部隊の常時即応旅団化の推進は、ロシア軍の機動性および緊急展

開能力の向上に直接的影響を及ぼすものと予想される。例えば、空挺軍の改革は機

動性と緊急展開能力の向上にとって重要であるが、セルジュコフ国防相は独立した緊

急展開軍の創設は必要ないと主張し、むしろ、空挺旅団を強化して全軍管区に展開

すれば十分だと考えている 4。これらの旅団は緊急任務を担当し、不測の事態におけ

る作戦を実行することになる。セルジュコフ国防相の立場は、既存の 4つの航空強

襲師団（各師団は 2つの連隊で構成）を航空強襲旅団に再編できれば、8つの旅団

を形成することが可能になり、航空強襲旅団は大幅に強化されることになるというも

のである。各軍管区に配置される空挺旅団は組織的には空挺軍に属するが、作戦遂

行時には軍管区司令官の指揮下に入る 5。この再編は、常時即応態勢にある極めて

専門的な軍隊を創設するという意味において、軍改革の大きな方向性と合致するもの

である。2008年 8月のグルジア紛争から得られた教訓の1つは、空挺大隊が卓越し

た機動能力を示したことから、危機が発生している地域においても容易に輸送可能な

規模に部隊を再編することが極めて重要だということであった 6。

ロシア軍の組織改革は 2009年 12月までにほぼ完了したと考えられている。2010

年 6月、セルジュコフ国防相とマカロフ参謀総長はロシア議会上院の国防・安全保障

委員会に出席し、軍改革の現状について報告した 7。彼らの報告によると、2007年

初めに 2万 6,000だった部隊の数は 6,000まで削減され、近い将来さらに 2,500ま

で削減される予定である。また、彼らは、軍隊の能力向上と密接に関連している契

約兵の数が約 15万人に増加し、この数を将来的にさらに 20万人から25万人の間

まで増やす計画であることを明らかにした。2012年 2月、ウラジーミル・プーチン 

（Vladimir Putin）首相（当時）はロシアの国家安全保障に関する論文を公表し、そ

の中で現在ロシア軍では 22万人の将校が、また 18万 6,000人の兵士および軍曹が

契約兵として務めており、今後 5年間に契約兵が毎年 5万人ずつ増加する見通しであ

ることを明らかにした 8。旅団編成の進展の状況についてはロシア国内で様 な々数字

が報告されているが、プーチン首相は同じ論文の中で 2012年 2月現在、地上軍には

すでに 100を超える合同旅団および特別旅団があると報告している 9。

組織改革のこうした進展を受けて、軍改革の焦点は装備の近代化と更新に移行し



4. ロシアの軍改革とロシア極東地域におけるロシア軍の変化　45

つつある。2010年 12月末、ロシアは「2011年から2020年までの国家装備計画」 

（以下、「新装備計画」）を策定した。新装備計画の主たる目的は、軍が保有する最

新装備の比率を 2020年までに全体の 70%以上に引き上げることによりロシア軍部隊

を変化させ、現在よりもはるかに質の高い軍隊を創出することにある。このため、新

装備計画の下では、新たな装備の調達のために 2020年までに 20兆ルーブル以上の

予算措置が取られることになっている10。2011年 2月、新装備計画策定に中心的役

割を果たしたウラジーミル・ポポフキン（Vladimir Popovkin）第 1国防次官（当時）

（現在はロシア連邦宇宙局長官）は、同計画における具体的な装備調達目標は以下の

通りであると言明した 11。

第 1は、戦略核戦力の強化である。あらゆる形態の戦略核戦力および戦略ミサイ

ル部隊を近代化するため、同計画では戦略原子力潜水艦（SSBN）8隻の建造を推進

して弾道ミサイル「ブラヴァ」を搭載するとともに、Tu-160および Tu-95MS戦略爆

撃機を近代化することになっている。

第 2は、戦略防衛力の強化である。2018年までにミサイル攻撃に対する警戒シス

テムを近代化することに加えて、ロシアの周囲をカバーする連続したレーダー網も建設

される。S-400地対空ミサイルシステムが導入され、S-500地対空ミサイルシステム

が開発、調達される。ロシアはミサイル攻撃に対する防空システム、ミサイル防衛シ

ステムおよびミサイル攻撃警戒システムを単一の航空宇宙防衛軍（Voiska vozdushno-

kosmicheskoi oborony、VKO）司令部の下に統合することを計画し、この計画は

2011年 12月に実現した 12。

第 3は、精密誘導兵器の開発、導入である。これらにはイスカンデル -M（Iskander- 

M）短距離戦域弾道ミサイルシステムのみならず、海軍艦艇または航空機から発射さ

れる精密誘導兵器が含まれる。特に、イスカンデル -Mを装備したミサイル旅団 10

個が展開されるだろう。

第 4の目的は、航空機の近代化である。計画では、2020年までに 600機以上の

航空機および 1,000機以上のヘリコプターを購入することになっている。これらには

Su-34および Su-35戦闘機、Mi-26輸送ヘリコプター、そしてMi-8、Mi-28NMお

よび Ka-52攻撃ヘリコプターが含まれている 13。すでに 2011年にヘリコプター100

機を購入する手続きに進展が見られた。
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第 5は、海軍艦艇の近代化である。計画では各種の艦艇約 100隻を購入すること

になっている。これらには潜水艦約 20隻（上記の SSBN 8隻を含む）、コルベット

艦 35隻、フリゲート艦 15隻が含まれる。

もちろん、新装備計画には地上軍への最新装備の調達計画も含まれている。アレ

クサンドル・ポストニコフ（Aleksandr Postnikov）地上軍総司令官（当時）によれ

ば、地上軍では、部隊の指揮・統制のための最新通信システムとコンピュータ・シス

テムの導入だけでなく、地上軍防空部隊への最新地対空ミサイルシステム S-300V4、

Buk-M2および Tor-M2の導入も開始された。さらに、地上軍のミサイル部隊および

砲兵部隊へのイスカンデル -Mやその他の装備の配備も開始された 14。

2011年 6月、ロシア議会下院の審議に出席したセルジュコフ国防相は、「ネットワー

ク中心の戦争（network-centric warfare）」を遂行できる「新たな姿」のロシア軍の

実現を目指した一連の改革が進んでおり、この目的のために新装備計画を策定したと

説明した。同国防相はまた、ロシア軍がそうした近代的戦争を成功裏に遂行すること

を可能にする高性能な兵器を提供することが、ロシアの国防産業にとっての新たな課

題であると指摘した 15。新装備計画における2011年の装備調達には戦略弾道ミサイ

ル 36基、空中発射巡航ミサイル 20基、SSBN 2隻、多目的原子力潜水艦 3隻、戦

闘艦 1隻、人工衛星 5基、航空機 35機、ヘリコプター109機、対空ミサイルシステ

ム 21基が含まれている16。各部隊の指揮・統制システムのコンピュータ化の実現に重

要な各部隊への最新情報通信システムの導入に関しては、2011年初めまでに 259施

設で導入が完了し、このような施設の数は 2011年末までに 500に達することになっ

ていた 17。新装備計画はその初年度から精力的に推し進められていると言っても過言

ではない。

4.2　 ロシア極東地域におけるロシア軍の変化、あるいは 
「新たな姿」

ロシア指導部は、ロシアの極東地域に所在する部隊が保有する装備の更新と近代

化も優先する政策を打ち出している。ドミトリー・ブルガコフ（Dmitrii Bulgakov）国

防次官（装備・兵站担当）は、2011年 1月に領有権が争点となっている北方領土（ロ
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シアでは「南クリル諸島」と呼んでいる）を訪問、その後同年 2月にはセルジュコフ

国防相が同諸島を訪れている。これらの訪問を受けて、国防省指導部内で極東地

域の部隊が所有する装備を更新する必要性に対する認識が高まった。こうしたことを

背景に、2011年 3月に開かれた国防省幹部会議においてドミトリー・メドヴェージェ

フ（Dmitrii Medvedev）大統領は、ロシア東部および極東地域における国防インフ

ラの近代化を通じてロシアの国防態勢を強化することが極めて重要であることを認 

めた 18。

欧州正面においては、北大西洋条約機構（NATO）との関係強化を図ろうとするグ

ルジアとウクライナの動きにもかかわらず、NATOの東方拡大の問題は当面やや落ち

着いている。2010年 2月に承認されたロシアの新軍事ドクトリンは、NATOの東方

拡大を軍事的脅威（military threat）ではなく軍事的危険（military danger）と規定

し、NATOからの脅威感を若干緩和させている。他方、ロシア指導部の間では極

東における中国の急速な軍事力増強に対する懸念が強まっている。これが上記のメド

ヴェージェフ大統領発言の背景要因と言ってもよいだろう19。さらに、米国はアジア太

平洋地域への戦略的関与を強めており、同地域の同盟国および友好国との関係強化

を重視する対外政策を追求しており、この関連で、ロシア指導部は日米同盟の将来の

強化に関心を寄せている。この点も極東地域におけるロシアの国防態勢強化の必要

性に関するロシア指導部の考え方に影響を及ぼしている背景要因として指摘できる。

また、フランスから購入されるミストラル級（Mistral Class）強襲揚陸艦 2隻は太

平洋艦隊に配備される予定であり、また、ボレイ級 SSBN「ユーリー・ドルゴルキー」

もおそらく近いうちに太平洋艦隊に配備されるだろうと報じられている 20。さらに注目

されるのが、S-400地対空ミサイルシステムをロシア極東地域に配備する計画がある

との報道である 21。前述したように、新装備計画は戦略的防衛力の強化を非常に重

視しており、2011年 12月にはミサイル攻撃に対する全ての防空システム、ミサイル防

衛システム、ミサイル攻撃警戒システムを統合することにより航空宇宙防衛軍が正式

に発足した。ロシア極東地域に S-400を配備するという構想は、こうした全般的な

動きの一環とみなされている。ロシア指導部にとって、ロシア欧州部に比べ、極東地

域における防空能力あるいはミサイル防衛能力が弱いことが懸念事項であった。特に、

ハバロフスクからイルクーツクに至る約 2,200キロの空域におけるロシアの防空能力
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は著しく脆弱であるという深刻な問題がある。このため、この地域に最新の防空シス

テムおよびミサイル防衛システムを備えた 2個ないし 3個連隊を配置する必要がある

と主張する専門家もいる 22。

さらに、極東地域の部隊の強化でも具体的な進展が見られる。進展の1つは、地

上軍に諸兵科合同部隊を創設し、これらの1つをロシア極東地域のチタに配置する

という構想であり、これは 2010年 8月に実行に移された 23。進展の第 2は、地上

軍の中にさらに 6個の自動車化歩兵旅団を設置する計画であり、これらの旅団の一

部はおそらく東部軍管区に配置されると思われる。係争となっている北方領土に駐留

する部隊が保有する旧式な装備の更新に関しては、2011年 3月に参謀本部が国防省

に対して、「バスチオン」沿岸防衛ミサイルシステムおよび Tor-M2地対空ミサイルシス

テムの配備を含む装備更新に関する詳細な報告を提出したと報じられた 24。

ロシア軍全体の軍事演習の数が着実に増加していることを背景に、ロシア極東地

域における軍事演習の頻度も高まっている。特に、上記のように、極東地域におけ

る国防態勢強化の重要性に関するロシア指導部の認識を反映して、この地域の部隊

の能力向上を図る取り組みが行われている。2010年には東部軍管区に統合される以

前のシベリア、極東両軍管区において大規模な作戦・戦略演習「ヴォストーク（東）

2010」が実施された 25。これは、ロシア極東の国境地域における仮想敵の攻撃か

らの安全の確保と国益の擁護を目的とした大規模な演習であった。また、この演習

は、インフラ整備が不十分で自然、気候条件が厳しい広大な領域をもつシベリア、極

東地域において、部隊指揮の 3層構造への移行や、全部隊の常時即応旅団化といっ

たロシア軍の新たな姿を達成しようとする軍改革の効果を検証しようとするものであっ

た。さらに、この演習では軍全体の機動能力が検証された。Su-24M爆撃機および

Su-34戦闘爆撃機計 26機がロシア欧州部から空中給油を受けつつ約 8,000キロを

飛行し、両軍管区内の目標を爆撃するのに成功した。加えて、黒海艦隊所属のミサイ

ル巡洋艦「モスクワ」および北方艦隊所属の原子力ミサイル巡洋艦「ピョートル・ベリー

キー」などがロシア極東に回航し、太平洋艦隊の諸艦艇とともに海上での演習を実施

した。この演習を通じて、司令部へのハイテク装備の供給と、これらの装備を使える

要員の訓練の必要性が短期的に留意すべき課題として浮上した。

マカロフ参謀総長は、「ヴォストーク 2010」演習がいかなる国家も仮想敵として想
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定しておらず、主としてテロリスト集団や分離主義勢力との低強度の紛争に対処するこ

とを狙ったものであったと言明した。しかし、演習の規模や爆撃機による国境地域で

の爆撃訓練が含まれていたことから、中国を仮想敵として想定しているのではないか

という憶測を呼んでいる 26。「ヴォストーク 2010」演習のシナリオの最終段階の要素

の一つが、極東地域における仮想敵国としての中国に対するロシア軍指導部の懸念

を示している可能性がある。すなわち、このシナリオには実際に核弾頭の爆発が含ま

れており、戦術核弾頭を搭載できるトーチカ -U（Tochka-U）ミサイル 2基が現実に

発射されたことに言及しておきたい 27。

2011年 2月のあるインタビューの中で、ニコライ・パンコフ（Nikolai Pankov）国

防次官は、ロシア軍当局はロシア極東地域に駐留している部隊に極めて強い関心を

抱いていると言明し、2011年を通じてこの地域では演習が積極的に実施された 28。

2011年 4月には太平洋艦隊の海兵部隊が、沿海地方のハサン地区で戦術演習を行い、

これには東部軍管区傘下の空軍部隊、防空部隊および空挺・航空強襲部隊も参加し

た。同 8月末から 9月にかけて、太平洋艦隊は日本海、オホーツク海からカムチャッ

カ半島の太平洋沿岸に至る地域で大規模な指揮・参謀部演習を実施した。この演習

には、太平洋艦隊に所属する海兵部隊、ミサイル巡洋艦「ワリャーグ」、対潜攻撃艦「ア

ドミラル・トリブーツ」、「アドミラル・パンテレーエフ」などが参加し、太平洋艦隊が

東部軍管区指揮下の諸部隊と連携を取りながら作戦を遂行する能力、および他の軍

種や他の機関の部隊との相互連携の効果が検証された 29。そして同 10月にはアムー

ル州で東部軍管区の指揮・参謀部演習が実施された。この演習には同軍管区傘下の

諸兵科合同部隊、空軍部隊、防空部隊などが参加した。この演習は、紛争が生起し

つつある条件下での作戦・戦術レベルの東部軍管区指揮機関の能力を検証することを

目的としたものだった 30。このように、装備の更新と近代化、部隊の強化および軍改

革の効果の検証を目的とする演習の着実な増加を含む極東地域におけるロシア軍の

最近の変化は注目に値する。
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4.3　 台頭する中国に対するロシアの懸念と東アジアの安全
保障

ロシアの極東地域における国防態勢の強化が主として中国の台頭を念頭において

実施されていると仮定すると、ロシアと中国の関係が将来どのようになるかを次に検証

しなければならない。両国関係は最近徐々に停滞してきていると指摘されている。換

言すれば、両国間の戦略的な接近を加速させ得る利害の一致ではなく、利害の不一

致がますます明らかになりつつある。

まず、ロシア指導部は中国の軍事力増強に対して懸念を抱いていることが指摘でき

るだろう。すなわち、ロシア指導部は、軍事的に強大となった中国が豊富な資源を

抱えながら人口が少ないシベリアやロシア極東地域に進出してくる可能性に恐怖感を

感じている 31。ロシアは最近、中国に対する先端兵器の輸出に次第に慎重な姿勢を

強めており、その結果、ロシアの対中武器輸出は停滞しつつある。他方、連邦軍事

技術協力局のミハイル・ドミトリエフ（Mikhail Dmitriev）長官（当時）によると、中

国の国防産業は今やこれまでロシアから購入していた装備の多くを自前で生産できる

ようになり、その結果として、中国のロシアからの武器輸入は減少しているという 32。

ドミトリエフ長官は、両国間の軍事技術協力は続いており、ロシアが対応しなければ

ならない問題の 1つは、中国との軍事技術協力が継続した場合に軍事技術における

知的財産をどのように守るかという点だと指摘している 33。中国が自国で兵器生産を

拡大していることがロシアとの摩擦の原因となっている。ロシアは 2010年 5月、中国

向けにRD-93ジェット・エンジン 100基を輸出する契約の調印を一時凍結した。こ

れはスホイ（Sukhoi）およびミグ（MiG）戦闘機を製造している複数のロシア企業幹

部がこの契約に反対したからである。彼らは、中国に対するこのエンジンの供与は

中国製戦闘機の開発を促進し、市場におけるロシア製戦闘機と中国製戦闘機の間の

競争が激しくなると主張したのである。中国が開発した FC-1戦闘機は性能面では

MiG-29に劣るものの、コストはMiG-29の 3分の1以下であり、ロシア企業は不利

な立場に追い込まれると彼らは考えたのである 34。中国に対するこの不信感が、ロシ

アが中国に対する武器輸出に慎重な姿勢を見せている背景にあるもうひとつの要因で

ある。
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次に考慮すべき要因は、中露両国にとって重要な多国間協力の枠組みである上海

協力機構（SCO）の運営に関するロシアと中国の考えの相違である。軍事協力の枠組

みとしての SCOの重要性に関して、中国は必ずしもロシアと同じ理解をしていない 35。

中国は資源が豊富な中央アジア各国との経済協力強化を軍事協力強化より重視してい

る。対照的に、ロシアは、「南からの脅威」に対抗する目的で、主に中央アジア各国

との軍事協力を重視している。ここで言う「南からの脅威」とは、イスラム過激派に

よるテロ活動の拡大の結果として、中央アジアで軍事紛争が生起する可能性、および

麻薬密輸などを含む越境犯罪が中央アジアを通じて広がる可能性のことである。こ

の結果、中央アジアにおける影響力の拡大をめぐって、ロシアと中国の間には大きな

立場の違いがある。

さらに、中国の海洋進出の拡大もロシアの中国に対する懸念を深めている。ロシア

人の間では、中国が引き続き海洋活動を阻止されることなく続けた場合、中国の海洋

活動の範囲がベーリング海から北極海まで拡大してくる可能性に対する懸念が高まっ

ている。要するに、多くのロシア人は、北極海が航行できるようになれば、中国にとっ

ては欧州向けの効率的な海上輸送ルートになり、中国の軍艦も北極海に進出してくる

可能性があると感じている 36。前述のように、太平洋艦隊に最新型艦艇を配備すると

いうロシアの計画の背景には、中国の拡大する海洋活動に対処しようというロシア指

導部の意図があると受け止められている。

極東地域においては、ロシアが台頭する中国に対する安全保障を念頭にその軍事

的スタンスを考慮する中、中国との関係という観点から日本および日米同盟がロシア

にとって重要性を増す可能性がある。同様に、日本にとっても、ロシアとの協力関係

強化は、中国の軍事力増強に対処するための長期戦略の観点から重要なオプションに

なると考えられる。
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